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NとKのS波の相互作用に起因するものである｡ 今､- ミル トニアンがH-H｡+
8日′の様にカイラル対称な邦/JHⅠ｡と､陽に被っている邦/JISH′から成ってい
るとする｡Ii｡からは斥力的なS波相互作用が丑三じ､ elI′からは引力的なS波相






作用に関する知識が必要になって くる. tl硝 子凝縮のような全く未知のltiJ掛 こ対 し
ては実験に裏付けされた知識に基づいて調べていくのが赤来の行き方であろう｡ し
か し､特にKに閲 しては､その4元運動根PBが､Pyx-Oである附近のふるまいは
















る｡ 核子場は平均場近似 し､核子の密度を導入 しておく｡運動方程式より分散関操
を導き､中間子場の振動数が雰 (-ソフトモー ド)となるような核子密度をもって
臨界密度とする｡





7T ◆7T~ 2.6 凝縮
中性子物質内での7T ◆7T-叔桁は､起こらないという結W-が'llられたが､これは､
7Tの場合､eII′の影幣が′トさく､S波が斥ノjr仰こなるためであり､予想された章J.:
某である｡ (tl｡から生 じるS波の斥力が寄与しない場合には､方は凝縮するとい
う結果になっている｡)
今回調べた中間子凝縮は多休関越としては最t)冊印に扱った段階であり､朝実的
扱いでどうなるかは今後の問題である｡ ただし､K凝縮については､8日′の影幣
が大きいため､現実(yt)な扱いでもその効黒が/卜き視ると期待されているご'lf,ftIu子な
鮪は､もし起こるとすれば､中性子塁の物理等に帝大な影甥.-!を及ぼす.6'特に､K凝
縮は､ストレンジクォーク物質との関連が興味深い｡
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